
Q：これまでの勤務地域と比較して杉並の子どもは？

　杉並区での管理職経験は初めてですが、子どもた

ちは素朴な印象を受けました。勉強もスポーツもバ

ランスが良い感じ。挨拶も元気に返してくれる。

Q：教員になられた頃とでは、子どもが変ったと思う？

　昔は、学校や放課後の遊びがメインでしたが、今

はいろいろな娯楽があり、子どもたちは忙しそう。

ゲームや、携帯でのコミュニケーションも楽しいけ

れど、勉強を含め子どもたちのやらなければならい

ことが増えていて、大変だなと思う。

Q：コロナの５類移行の後、学校で変わったことは？

　マスクの使用は本人の自由にしました。１,２年

生は、幼稚園・保育園の時にしていなかったせいか、

外すことに抵抗が少なかったようです。

５月末の運動会では、熱中症対策もあって全員外す

ようにしました。先生たちも、基本的には外してい

ます。

Q：児童養護施設に期待することは？

　２４時間体制で子どもの生活を支えることは、大

変なことだと思います。家庭的な環境で子どもに真

摯に向き合ってくれていることに感謝すると同時に、

職員の方が疲弊しないようにと思います。

今は、小学校もクラス担任制から中学校のようなチ

ーム制になりつつあります。児童養護施設でもチー

ムで子どもを支えることで、職員の方の生活も大切

にし、子どもたちに長く関わっていってもらいたい

です。

Q：聖友学園の子どもたちの様子は？

　学校を楽しんでくれていると思います。職員の方

は保護者会には必ず出席して子どもの状況を把握し

てくれていて、学校行事の手伝いに参加もしてくれ

ているので、感謝しています。
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　10年程前、オレンジホームが近所に移転される噂を

耳にした際、静かな住環境が維持されるかが近隣住民

の気掛かりでした。

　しかし、騒音騒ぎ等は無く穏やかで、早々に不安は

払拭し、逆に家庭ごみ収集のネットの出し入れを長年

担当頂く等、地域への協力的な姿勢に感謝しています。

　とは云え、拙宅前道路でオレンジホームの幼児さん

から元気な声で挨拶を受けるも、最近は交代勤務の職

員の方で素通りもある様で、地域防災・防犯の観点か

ら懸念も感じています。

と申すのも、防犯・防災・被災等は自助・共助・公助

の観点で日頃からの事前策が求められ、特に共助は互

いの顔を知り、地域と連携して情報の共有を図ってお

くかが鍵で、万一の際、防げる事・守れる事・協力し

合える事の幅が大きく変わるからです。

　一方、杉並区の防災マップには、当地域は大震災時

に火災の危険が比較的高く記されており、共助強化と

して数年前からご近所と『地域連携の会』を発足させ、

2年半程前からオレンジホームにも参加頂き、定期的な

会合にて杉並区からの危機管理情報を共有したり、本

所防災館で災害体験学習を体験したりして来ています。

何れにせよ日頃からの連携強化が肝心です。

　高齢化が進む中、若い年齢層のオレンジホームの皆

様方とも万が一に備えた体制化を図って参りたく期待

しており、今後とも宜しくお願い致します。　

＜補足＞

　個人宅と異なり、複数名が出入りする施設等の場合、

確実にその建物の住人の方と近隣に認識される迄には

相応の機会と時間が必要故、そ

の辺りをより意識された対応が

寛容と思慮します。通り掛かり

に一声掛けて頂けると、きっと

きっかけ作りにもなり記憶も定

着し易く有難いです。 北村 至

ホームの近隣に

お住まいの北村さんから
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　日ごろから、聖友ホームの子どもたちにお心を寄せていただき、ありがとうございます。 

　本紙で進捗をお知らせしている乳児院と学園の建物の改築ですが、建築業者がようやく決定

し、５月から聖友学園の建物の解体がスタートしました。待ちに待った改築工事がスタートし

て職員一同喜んでいます。解体後に新しい建物ができるまでは、乳児院の建物は今まで通り使

っていますので、工事の騒音が子どもたちの午睡に影響しないよう、建築業者には午睡の時間

の作業についての配慮をお願いしています。工事中は、どうしても地域の方々にご迷惑をおか

けすることになるので、防音壁を高く設定したり、建物への工事車両の出入りに際しての事故

を防ぐための警備を厳重にするなど、建築業者と打ち合わせをして、安全面への配慮をしてま

いります。 

　おかげさまで、今後、改築後の備品の配置などを検討していく中で、

やはり、子どもたちの暮らしをささえるために、相応の費用が必要不可

欠になってまいります。解体中の建物内で使っていた家具などを持ち出

して今も使っていますが、できれば、新しい建物にはその部屋に合った

備品を設置したいと願っております。皆様には、子どもたちの暮らしを

支えるために、どうぞご寄付のご支援、ご協力をお願いいたします。 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　若松 弘樹
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　　「新型コロナと児童養護施設」

　　　　新型コロナウイルスが5類指定になってから約1ヵ月が経ち、学園でも各

　　　省庁の方針の元で制限を緩和したことで、少しずつ以前の生活を取り戻し

　　　つつあります。

　　　　児童養護施設は様々な年齢の子どもたちが集団生活をしている場であり、

子ども・職員・外部の方など多くの人の出入りがあり、各々の行動範囲も広いと

いう点等で、感染症については一般家庭よりもリスクが高いため、コロナ禍以前

にも施設として相応の対応が必要でありましたが、コロナ禍においては特に神経

を使うところとなりました。子どもたちにはそういった面で一般家庭よりも理解

や我慢をお願いすることもあり、安全性と子どもの成長発達の機会の確保との両

立には、日々頭を悩ませながら取り組んできました。そういった面では養育家庭

が今よりも普及し、各家庭で柔軟な対応が出来るようになるとまた違ってくると

思います。

　新型コロナの大流行は多くの犠牲を伴い、社会全体に大きな影響を与えました

が、医療者としては手洗いやマスクの着用、体調不良の時は無理せず休むこと等

これまではなかなか普及しなかった感染対策行動が多くの人で身に付き、皆で取

り組むことで感染の流行が抑えられることを社会が実感できたことは、大きな成

果ともなりました。新型コロナに限らず、新興感染症の流行は数年～数十年単位

で繰り返される歴史があります。その際にこれからの時代を生きる子どもたちが

この多くの経験を活かし、より良い社会の形成と自身の豊かな人生に繋げていけ

るよう祈り、日々支援していきたいと思います。　聖友学園看護師　清水 はるか　


